
　

北
野
家
文
書
は
平
成
二
十
九
年
四
月
に
熊
本
博
物
館
へ
と
寄
贈
さ
れ
た
、
総
数
二
〇
点
の
文
書
で
あ
る
。
資
料
寄
贈
に
至
る
経
緯
と
し
て
は
ア
メ
リ
カ
在
住
の
同
家

ご
子
孫
の
方
よ
り
資
料
内
容
に
関
す
る
相
談
を
受
け
、
筆
者
が
調
査
協
力
を
行
っ
た
こ
と
が
縁
と
な
り
、
ご
子
孫
が
資
料
の
〝
里
帰
り
〞
を
ご
希
望
さ
れ
た
こ
と
で
寄

贈
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
資
料
来
歴
に
関
す
る
お
話
を
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、
ご
寄
贈
者
の
ご
両
親
の
代
に
ア
メ
リ
カ
へ
と
移
住
さ
れ
、
資
料
も
こ
の
と
き
に
日
本
か
ら
持
参
さ
れ
て

い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
資
料
は
移
住
先
で
も
大
事
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
寄
贈
者
が
自
宅
で
資
料
を
目
に
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
資

料
内
容
に
つ
い
て
は
す
で
に
未
詳
の
部
分
も
多
く
、
ご
寄
贈
者
の
ご
両
親
も
資
料
が
日
本
国
外
に
あ
る
こ
と
を
長
年
気
に
掛
け
て
お
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
資

料
相
談
に
関
す
る
や
り
取
り
は
日
本
国
内
居
住
の
ご
親
戚
の
方
を
介
し
、
主
に
電
子
メ
ー
ル
等
を
通
じ
て
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
資
料
画
像
を
メ
ー
ル
で
拝
見
し
、

当
方
か
ら
は
内
容
や
資
料
性
格
等
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
お
送
り
し
た
。

　

そ
の
後
、
肥
後
藩
領
主
の
加
藤
清
正
・
忠
広
父
子
か
ら
発
給
さ
れ
た
知
行
宛
行
状
二
通
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
特
に
熊
本
博
物
館
を
寄
贈
先
と
し
て
ご
指

定
い
た
だ
く
に
い
た
っ
た
。
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
に
ご
寄
贈
者
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
資
料
を
ご
持
参
の
う
え
、
当
館
執
務
室
へ
ご
来
室
い
た
だ
き
、
寄
贈
の
運
び
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
北
野
家
文
書
全
体
の
概
要
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
清
正
・
忠
広
知
行
宛
行
状
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　

北
野
家
文
書
の
全
容
は
後
掲
資
料
目
録
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
文
書
の
原
秩
序
を
示
す
よ
う
な
痕
跡
は
特
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
当
館
へ
の
受
入
後
に
行
っ

た
整
理
作
業
で
は
資
料
の
並
び
順
に
従
い
、
整
理
番
号
を
付
与
し
た
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

北
野
家
文
書
に
つ
い
て

　

整
理
番
号
一
九
「
北
野
氏
系
譜
」
等
を
も
と
に
、
江
戸
初
期
〜
明
治
維
新
期
ま
で
の
概
略
を
左
に
示
す
。

　

「
北
野
氏
系
譜
」
は
同
家
初
代
と
し
て
北
野
直
治
（
初
名　

五
右
衛
門
。
の
ち
弥
三
左
衛
門
）
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
弥
三
左
衛
門
は
加
藤
肥
後
守
忠
広
に
仕
え
た

が
、
加
藤
家
改
易
に
よ
り
加
藤
忠
広
が
出
羽
庄
内
へ
と
配
流
さ
れ
る
と
弥
三
左
衛
門
は
浪
人
の
身
と
な
っ
た
。
な
お
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
清
正
か
ら
の
知
行
宛

行
状
（
整
理
番
号
一
）
で
は
宛
名
が
「
与
左
衛
門
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
北
野
弥
三
左
衛
門
直
治
の
先
代
と
し
て
「
与
左
衛
門
」
が
存
在
し
、
少
な
く
と
も

北
野
家
が
加
藤
家
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
清
正
代
か
ら
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
代
々
北
野
家
で
は
与
左
衛
門
、
弥
三
左
衛
門
を
通
称
と
し
た
者
が

多
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
両
者
が
近
世
北
野
家
の
直
接
の
祖
に
位
置
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

北
野
家
文
書
及
び
新
出
の
加
藤
清
正
・
忠
広
知
行
宛
行
状
に
つ
い
て

木
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ち
な
み
に
『
肥
後
加
藤
侯
分
限
帳
ⅰ

』
に
よ
る
と
、
加
藤
清
正
家
臣
団
の
な
か
に
「
北　

与
左
衛
門
」
の
名
が
見
ら
れ
る
。
記
載
石
高
等
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、『
分

限
帳
』
で
は
「
北
野
」
の
「
野
」
が
省
略
さ
れ
た
も
の
と
判
断
可
能
で
あ
る
。
便
宜
上
、
本
稿
で
は
初
代
を
与
左
衛
門
、
二
代
を
弥
三
左
衛
門
と
表
記
す
る
。

　

さ
て
、
浪
人
と
な
っ
た
弥
三
左
衛
門
は
そ
の
後
豊
前
小
倉
に
お
い
て
、
小
笠
原
忠
真
に
召
し
抱
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）、
加
藤
忠
広

が
改
易
と
な
り
、
当
時
豊
前
小
倉
を
治
め
て
い
た
細
川
忠
利
が
肥
後
へ
移
封
さ
れ
、
豊
前
小
倉
に
入
っ
た
の
が
小
笠
原
忠
真
で
あ
る
。
北
野
家
は
加
藤
家
改
易
後
間
も

な
い
時
期
に
肥
後
を
離
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

弥
三
左
衛
門
は
二
五
〇
石
、
御
馬
廻
役
と
い
う
待
遇
で
迎
え
ら
れ
て
お
り
、
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
に
勃
発
し
た
島
原
天
草
の
乱
の
際
に
は
、
士
大
将
大
羽
内

蔵
助
の
手
に
属
し
て
従
軍
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
北
野
家
は
近
世
期
を
通
じ
て
小
笠
原
家
家
臣
と
し
て
代
を
重
ね
、
明
治
維
新
を
迎
え
た
。
全
二
〇
点
の
資
料
中
、
清
正
・
忠
広
知
行
宛
行
状
を
除
く
一
八

点
が
小
笠
原
家
臣
時
代
の
も
の
で
あ
る
の
も
、
こ
う
し
た
経
緯
を
反
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

小
笠
原
家
臣
と
し
て
の
北
野
家

　

小
笠
原
家
臣
時
代
の
文
書
は
お
お
よ
そ
歴
代
藩
主
か
ら
の
知
行
宛
行
状
（
①
）、
書
状
類
（
②
）、
北
野
家
自
体
に
関
す
る
資
料
（
③
）
の
三
分
類
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
本
稿
で
そ
の
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
が
、
②
の
書
状
類
の
中
に
は
注
目
で
き
る
も
の
が
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
整
理
番
号
五
・
七
・
九
・
一
〇
・
一
六
の
資
料
に
見
ら
れ
る
、
北
野
与
左
衛
門
の
「
隠
密
」「
密
用
方
」
と
し
て
の
働
き
を
示
す
書
状
で
あ
る
。
特
に
整
理
番

号
五
・
九
・
一
〇
な
ど
は
、
五
代
藩
主
の
小
笠
原
忠た
だ
苗み
つ
か
ら
直
接
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
隠
密
方
へ
の
任
命
、
情
報
報
告
先
の
指
定
、
転
役
の
伝
達
な
ど

で
あ
り
、
一
連
の
資
料
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
詳
細
が
不
明
な
部
分
も
多
い
が
、
整
理
番
号
七
「
太
切
之
御
筆
入
」・
同
一
六
「
御
意
書
」
な
ど
を
も
と
に
一

連
の
経
緯
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

「
太
切
之
御
筆
入
」
に
よ
る
と
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
三
月
二
五
日
、
三
宅
源
左
衛
門
が
北
野
与
左
衛
門
ⅱ

宅
を
訪
問
し
、
藩
主
直
筆
の
書
付
一
通
を
見
せ
た
。

「
其
方
（
木
山
注
：
与
左
衛
門
）
に
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
た
隠
密
任
務
は
暫
く
休
職
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
度
以
前
の
通
り
隠
密
役
を
務
め
る
よ
う
に
命
が
あ
っ

た
」
と
い
う
内
容
が
源
左
衛
門
よ
り
伝
達
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
北
野
与
左
衛
門
は
寛
政
七
年
前
後
、
藩
主
小
笠
原
忠
苗
に
よ
る
直
命
の
も
と
、
隠
密
職
を
務
め

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
当
時
豊
前
小
倉
藩
で
は
犬い
ぬ

甘か
い
知
寛
を
用
い
た
藩
財
政
再
建
が
推
し
進
め
ら
れ
て
お
り
、
与
左
衛
門
の
隠
密
任
務
も
こ
れ
に
何
ら
か
の
関
係
を

持
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
未
詳
で
あ
る
。
整
理
番
号
五
の
藩
主
忠
苗
書
状
で
は
「
其
方
以
前
之
通
穏
密
申
付
候
已
上
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
と
き

源
左
衛
門
が
持
参
し
た
書
付
は
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
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北
野
家
文
書
は
平
成
二
十
九
年
四
月
に
熊
本
博
物
館
へ
と
寄
贈
さ
れ
た
、
総
数
二
〇
点
の
文
書
で
あ
る
。
資
料
寄
贈
に
至
る
経
緯
と
し
て
は
ア
メ
リ
カ
在
住
の
同
家

ご
子
孫
の
方
よ
り
資
料
内
容
に
関
す
る
相
談
を
受
け
、
筆
者
が
調
査
協
力
を
行
っ
た
こ
と
が
縁
と
な
り
、
ご
子
孫
が
資
料
の
〝
里
帰
り
〞
を
ご
希
望
さ
れ
た
こ
と
で
寄

贈
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
資
料
来
歴
に
関
す
る
お
話
を
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、
ご
寄
贈
者
の
ご
両
親
の
代
に
ア
メ
リ
カ
へ
と
移
住
さ
れ
、
資
料
も
こ
の
と
き
に
日
本
か
ら
持
参
さ
れ
て

い
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
資
料
は
移
住
先
で
も
大
事
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
寄
贈
者
が
自
宅
で
資
料
を
目
に
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
、
資

料
内
容
に
つ
い
て
は
す
で
に
未
詳
の
部
分
も
多
く
、
ご
寄
贈
者
の
ご
両
親
も
資
料
が
日
本
国
外
に
あ
る
こ
と
を
長
年
気
に
掛
け
て
お
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
資

料
相
談
に
関
す
る
や
り
取
り
は
日
本
国
内
居
住
の
ご
親
戚
の
方
を
介
し
、
主
に
電
子
メ
ー
ル
等
を
通
じ
て
行
わ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
資
料
画
像
を
メ
ー
ル
で
拝
見
し
、

当
方
か
ら
は
内
容
や
資
料
性
格
等
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
を
お
送
り
し
た
。

　

そ
の
後
、
肥
後
藩
領
主
の
加
藤
清
正
・
忠
広
父
子
か
ら
発
給
さ
れ
た
知
行
宛
行
状
二
通
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
特
に
熊
本
博
物
館
を
寄
贈
先
と
し
て
ご
指

定
い
た
だ
く
に
い
た
っ
た
。
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
に
ご
寄
贈
者
が
ア
メ
リ
カ
よ
り
資
料
を
ご
持
参
の
う
え
、
当
館
執
務
室
へ
ご
来
室
い
た
だ
き
、
寄
贈
の
運
び
と
な
っ

た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
北
野
家
文
書
全
体
の
概
要
を
ま
と
め
る
と
と
も
に
、
清
正
・
忠
広
知
行
宛
行
状
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　

北
野
家
文
書
の
全
容
は
後
掲
資
料
目
録
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
文
書
の
原
秩
序
を
示
す
よ
う
な
痕
跡
は
特
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
、
当
館
へ
の
受
入
後
に
行
っ

た
整
理
作
業
で
は
資
料
の
並
び
順
に
従
い
、
整
理
番
号
を
付
与
し
た
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

北
野
家
文
書
に
つ
い
て

　

整
理
番
号
一
九
「
北
野
氏
系
譜
」
等
を
も
と
に
、
江
戸
初
期
〜
明
治
維
新
期
ま
で
の
概
略
を
左
に
示
す
。

　

「
北
野
氏
系
譜
」
は
同
家
初
代
と
し
て
北
野
直
治
（
初
名　

五
右
衛
門
。
の
ち
弥
三
左
衛
門
）
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
弥
三
左
衛
門
は
加
藤
肥
後
守
忠
広
に
仕
え
た

が
、
加
藤
家
改
易
に
よ
り
加
藤
忠
広
が
出
羽
庄
内
へ
と
配
流
さ
れ
る
と
弥
三
左
衛
門
は
浪
人
の
身
と
な
っ
た
。
な
お
、
詳
し
く
は
後
述
す
る
が
、
清
正
か
ら
の
知
行
宛

行
状
（
整
理
番
号
一
）
で
は
宛
名
が
「
与
左
衛
門
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
北
野
弥
三
左
衛
門
直
治
の
先
代
と
し
て
「
与
左
衛
門
」
が
存
在
し
、
少
な
く
と
も

北
野
家
が
加
藤
家
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
清
正
代
か
ら
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
代
々
北
野
家
で
は
与
左
衛
門
、
弥
三
左
衛
門
を
通
称
と
し
た
者
が

多
い
こ
と
か
ら
す
る
と
、
両
者
が
近
世
北
野
家
の
直
接
の
祖
に
位
置
し
た
も
の
だ
ろ
う
。

北
野
家
文
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及
び
新
出
の
加
藤
清
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・
忠
広
知
行
宛
行
状
に
つ
い
て
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ち
な
み
に
『
肥
後
加
藤
侯
分
限
帳
ⅰ

』
に
よ
る
と
、
加
藤
清
正
家
臣
団
の
な
か
に
「
北　

与
左
衛
門
」
の
名
が
見
ら
れ
る
。
記
載
石
高
等
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、『
分

限
帳
』
で
は
「
北
野
」
の
「
野
」
が
省
略
さ
れ
た
も
の
と
判
断
可
能
で
あ
る
。
便
宜
上
、
本
稿
で
は
初
代
を
与
左
衛
門
、
二
代
を
弥
三
左
衛
門
と
表
記
す
る
。

　

さ
て
、
浪
人
と
な
っ
た
弥
三
左
衛
門
は
そ
の
後
豊
前
小
倉
に
お
い
て
、
小
笠
原
忠
真
に
召
し
抱
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
寛
永
九
年
（
一
六
三
二
）、
加
藤
忠
広

が
改
易
と
な
り
、
当
時
豊
前
小
倉
を
治
め
て
い
た
細
川
忠
利
が
肥
後
へ
移
封
さ
れ
、
豊
前
小
倉
に
入
っ
た
の
が
小
笠
原
忠
真
で
あ
る
。
北
野
家
は
加
藤
家
改
易
後
間
も

な
い
時
期
に
肥
後
を
離
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

弥
三
左
衛
門
は
二
五
〇
石
、
御
馬
廻
役
と
い
う
待
遇
で
迎
え
ら
れ
て
お
り
、
寛
永
一
五
年
（
一
六
三
八
）
に
勃
発
し
た
島
原
天
草
の
乱
の
際
に
は
、
士
大
将
大
羽
内

蔵
助
の
手
に
属
し
て
従
軍
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
北
野
家
は
近
世
期
を
通
じ
て
小
笠
原
家
家
臣
と
し
て
代
を
重
ね
、
明
治
維
新
を
迎
え
た
。
全
二
〇
点
の
資
料
中
、
清
正
・
忠
広
知
行
宛
行
状
を
除
く
一
八

点
が
小
笠
原
家
臣
時
代
の
も
の
で
あ
る
の
も
、
こ
う
し
た
経
緯
を
反
映
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

小
笠
原
家
臣
と
し
て
の
北
野
家

　

小
笠
原
家
臣
時
代
の
文
書
は
お
お
よ
そ
歴
代
藩
主
か
ら
の
知
行
宛
行
状
（
①
）、
書
状
類
（
②
）、
北
野
家
自
体
に
関
す
る
資
料
（
③
）
の
三
分
類
に
分
け
る
こ
と
が

で
き
る
。
紙
幅
の
都
合
上
、
本
稿
で
そ
の
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
叶
わ
な
い
が
、
②
の
書
状
類
の
中
に
は
注
目
で
き
る
も
の
が
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
整
理
番
号
五
・
七
・
九
・
一
〇
・
一
六
の
資
料
に
見
ら
れ
る
、
北
野
与
左
衛
門
の
「
隠
密
」「
密
用
方
」
と
し
て
の
働
き
を
示
す
書
状
で
あ
る
。
特
に
整
理
番

号
五
・
九
・
一
〇
な
ど
は
、
五
代
藩
主
の
小
笠
原
忠た
だ
苗み
つ
か
ら
直
接
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
隠
密
方
へ
の
任
命
、
情
報
報
告
先
の
指
定
、
転
役
の
伝
達
な
ど

で
あ
り
、
一
連
の
資
料
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
詳
細
が
不
明
な
部
分
も
多
い
が
、
整
理
番
号
七
「
太
切
之
御
筆
入
」・
同
一
六
「
御
意
書
」
な
ど
を
も
と
に
一

連
の
経
緯
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

　

「
太
切
之
御
筆
入
」
に
よ
る
と
、
寛
政
七
年
（
一
七
九
五
）
三
月
二
五
日
、
三
宅
源
左
衛
門
が
北
野
与
左
衛
門
ⅱ

宅
を
訪
問
し
、
藩
主
直
筆
の
書
付
一
通
を
見
せ
た
。

「
其
方
（
木
山
注
：
与
左
衛
門
）
に
仰
せ
付
け
ら
れ
て
い
た
隠
密
任
務
は
暫
く
休
職
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
度
以
前
の
通
り
隠
密
役
を
務
め
る
よ
う
に
命
が
あ
っ

た
」
と
い
う
内
容
が
源
左
衛
門
よ
り
伝
達
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
北
野
与
左
衛
門
は
寛
政
七
年
前
後
、
藩
主
小
笠
原
忠
苗
に
よ
る
直
命
の
も
と
、
隠
密
職
を
務
め

て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
当
時
豊
前
小
倉
藩
で
は
犬い
ぬ

甘か
い
知
寛
を
用
い
た
藩
財
政
再
建
が
推
し
進
め
ら
れ
て
お
り
、
与
左
衛
門
の
隠
密
任
務
も
こ
れ
に
何
ら
か
の
関
係
を

持
っ
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
未
詳
で
あ
る
。
整
理
番
号
五
の
藩
主
忠
苗
書
状
で
は
「
其
方
以
前
之
通
穏
密
申
付
候
已
上
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
と
き

源
左
衛
門
が
持
参
し
た
書
付
は
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
だ
ろ
う
。
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そ
の
後
、
整
理
番
号
一
〇
で
は
藩
主
忠
苗
が
与
左
衛
門
の
「
内
用
向
」
で
の
働
き
に
満
足
し
た
こ
と
、
先
立
っ
て
転
役
を
申
し
付
け
た
の
で
以
後
は
「
其
の
義
に
及

ば
な
い
」
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
内
用
向
」
が
具
体
的
に
何
を
示
し
て
い
る
か
曖
昧
な
部
分
も
あ
る
が
、
こ
の
と
き
与
左
衛
門
の
隠
密
職
が
解
か
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

整
理
番
号
一
六
「
御
意
書
」
は
北
野
与
左
衛
門
（
文
末
註
２
参
照
）
に
足た
し
高
三
〇
石
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
北
野
与
左
衛
門
が
「
悪
党
根
元
之
次
第
」
を

報
告
し
、
そ
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
、
与
左
衛
門
が
こ
れ
に
関
し
て
昼
夜
を
問
わ
ず
忠
節
を
尽
く
し
た
こ
と
に
対
す
る
褒
賞
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
な
お
、「
北
野
氏
系
譜
」
で
は
六
代
目
弥
次
兵
衛
（
与
左
衛
門
）
直
方
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
の
項
と
し
て
「
御
加
恩
」
三
〇
石
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
前
後
し
て
、
当
時
の
藩
主
小
笠
原
忠
固
が
幕
閣
就
任
を
志
向
し
た
こ
と
に
よ
り
、
小
倉
藩
は
藩
を
二
分
す
る
深
刻
な
勢
力
争
い
（
白
黒
騒
動
）
を
生
じ
て
い

た
。
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
首
謀
者
の
処
罰
が
行
わ
れ
一
応
の
落
着
を
見
て
い
る
が
、
当
該
「
御
意
書
」
は
こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に

し
て
も
北
野
家
が
五
代
目
の
直
行
、
六
代
目
直
方
に
わ
た
っ
て
藩
主
直
命
の
「
隠
密
方
」
を
務
め
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
以
後
北
野
家
に
は
足
高
三
〇
石
を
加
え

た
二
八
〇
石
が
家
禄
と
し
て
与
え
ら
れ
、
明
治
維
新
を
迎
え
て
い
る
ⅲ

。
な
お
、「
北
野
氏
系
譜
」
は
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）、
小
倉
藩
士
大
日
方
直
常
ⅳ

に
よ
っ
て
著

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
資
料
に
は
北
野
家
「
隠
密
」
職
務
に
つ
い
て
一
切
記
載
が
無
い
。

加
藤
清
正
・
忠
広
発
給
の
知
行
宛
行
状
に
つ
い
て

　

前
項
で
述
べ
た
通
り
、
北
野
家
は
も
と
も
と
加
藤
清
正
・
忠
広
に
仕
え
た
家
柄
で
あ
る
。
本
項
で
は
整
理
番
号
一
「
加
藤
清
正
知
行
宛
行
状
」・
同
二
「
加
藤
忠
広

知
行
宛
行
状
」
に
つ
い
て
概
略
を
記
す
。

　

「
加
藤
清
正
知
行
宛
行
状
」
は
縦
三
五
．
五
㎝
、
横
五
三
．
二
㎝
の
楮
紙
に
墨
書
さ
れ
た
も
の
で
、
も
と
折
紙
を
掛
幅
装
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
つ
ご
ろ
表
装
が

改
め
ら
れ
た
も
の
か
未
詳
で
あ
る
が
、
用
い
ら
れ
て
い
る
裂
地
な
ど
を
観
ず
る
限
り
近
代
期
以
降
に
改
装
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
桐
箱
に
納
め
ら
れ
、
さ
ら
に
紙

製
の
外
箱
が
附
属
す
る
。

　

内
容
は
左
の
通
り
で
あ
る
（
な
お
、
改
行
に
つ
い
て
は
原
文
を
反
映
し
て
い
る
）。

【
整
理
番
号
一
】
加
藤
清
正
知
行
宛
行
状

「　
　

宛
行
所
領
之
事

　
　
　

御
船
村
之
内
を
以
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五
百
石
遣
之
候

　
　
　

全
可
所
務
於
抽

　
　
　

忠
勤
者
可
加
増

　
　
　

之
状
如
件

　

慶
長
五
年

　
　

十
二
月
四
日　

清
正
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

北
野
与
左
衛
門
と
の
」

　

当
該
知
行
宛
行
状
は
御
船
村
（
現
・
下
益
城
郡
御
船
町
）
の
う
ち
、
五
〇
〇
石
を
宛
行
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
清
正
」
の
署
名
下
に
花
押
が
据
え
ら
れ
、
宛

名
は
「
北
野
与
左
衛
門
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
該
知
行
宛
行
状
の
作
成
日
付
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
一
二
月
四
日
と
な
っ
て
い
る
。
周
知
の
事
実
に
類
す
る
が
、
同
年
は
国
内
を
二
分
し
た
関
ヶ
原
合
戦

が
あ
り
、
徳
川
家
康
ら
東
軍
方
に
属
し
た
加
藤
清
正
は
肥
後
に
あ
っ
て
西
軍
方
の
隣
領
・
小
西
領
攻
略
等
に
当
た
っ
て
い
た
。
清
正
は
一
〇
月
に
は
宇
土
城
を
攻
略

し
、
時
を
置
か
ず
し
て
旧
小
西
領
の
闕
所
宛
行
を
進
め
る
と
と
も
に
元
小
西
家
臣
団
へ
宛
て
た
知
行
宛
行
状
を
数
多
く
発
給
し
て
い
る
（『
加
藤
清
正
文
書
目
録
』ⅴ
）。

参
考
と
な
る
資
料
が
乏
し
い
た
め
確
定
は
で
き
な
い
が
、
知
行
地
が
元
小
西
領
で
あ
る
御
船
村
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
野
与
左
衛
門
も
も
と
も
と
小
西
家
臣
団
に
属
し

て
い
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
清
正
が
発
給
し
た
知
行
宛
行
状
は
一
〇
〜
一
一
月
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
の
宛
行
は
や
や
時
期
が
遅
れ

て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
も
の
か
、
残
念
な
が
ら
現
段
階
で
は
未
詳
で
あ
る
。
ま
た
、
前
項
で
見
た
「
北
野
氏
系
譜
」
で
は
当
該
宛
行
自
体
（
及
び
受
給

者
の
北
野
与
左
衛
門
）
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
も
や
や
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

次
に
、「
加
藤
忠
広
知
行
宛
行
状
」
は
縦
三
七
．
八
㎝
、
横
五
五
．
四
㎝
の
楮
紙
に
墨
書
さ
れ
た
も
の
で
、
清
正
知
行
宛
行
状
と
同
じ
く
、
も
と
折
紙
を
掛
幅
装
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

【
整
理
番
号
二
】
加
藤
忠
広
知
行
宛
行
状
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そ
の
後
、
整
理
番
号
一
〇
で
は
藩
主
忠
苗
が
与
左
衛
門
の
「
内
用
向
」
で
の
働
き
に
満
足
し
た
こ
と
、
先
立
っ
て
転
役
を
申
し
付
け
た
の
で
以
後
は
「
其
の
義
に
及

ば
な
い
」
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。「
内
用
向
」
が
具
体
的
に
何
を
示
し
て
い
る
か
曖
昧
な
部
分
も
あ
る
が
、
こ
の
と
き
与
左
衛
門
の
隠
密
職
が
解
か
れ
た
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

整
理
番
号
一
六
「
御
意
書
」
は
北
野
与
左
衛
門
（
文
末
註
２
参
照
）
に
足た
し
高
三
〇
石
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
北
野
与
左
衛
門
が
「
悪
党
根
元
之
次
第
」
を

報
告
し
、
そ
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
、
与
左
衛
門
が
こ
れ
に
関
し
て
昼
夜
を
問
わ
ず
忠
節
を
尽
く
し
た
こ
と
に
対
す
る
褒
賞
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
っ
た
。
な
お
、「
北
野
氏
系
譜
」
で
は
六
代
目
弥
次
兵
衛
（
与
左
衛
門
）
直
方
、
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
の
項
と
し
て
「
御
加
恩
」
三
〇
石
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
前
後
し
て
、
当
時
の
藩
主
小
笠
原
忠
固
が
幕
閣
就
任
を
志
向
し
た
こ
と
に
よ
り
、
小
倉
藩
は
藩
を
二
分
す
る
深
刻
な
勢
力
争
い
（
白
黒
騒
動
）
を
生
じ
て
い

た
。
文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
に
首
謀
者
の
処
罰
が
行
わ
れ
一
応
の
落
着
を
見
て
い
る
が
、
当
該
「
御
意
書
」
は
こ
れ
に
関
連
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に

し
て
も
北
野
家
が
五
代
目
の
直
行
、
六
代
目
直
方
に
わ
た
っ
て
藩
主
直
命
の
「
隠
密
方
」
を
務
め
て
い
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
以
後
北
野
家
に
は
足
高
三
〇
石
を
加
え

た
二
八
〇
石
が
家
禄
と
し
て
与
え
ら
れ
、
明
治
維
新
を
迎
え
て
い
る
ⅲ

。
な
お
、「
北
野
氏
系
譜
」
は
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）、
小
倉
藩
士
大
日
方
直
常
ⅳ

に
よ
っ
て
著

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
資
料
に
は
北
野
家
「
隠
密
」
職
務
に
つ
い
て
一
切
記
載
が
無
い
。

加
藤
清
正
・
忠
広
発
給
の
知
行
宛
行
状
に
つ
い
て

　

前
項
で
述
べ
た
通
り
、
北
野
家
は
も
と
も
と
加
藤
清
正
・
忠
広
に
仕
え
た
家
柄
で
あ
る
。
本
項
で
は
整
理
番
号
一
「
加
藤
清
正
知
行
宛
行
状
」・
同
二
「
加
藤
忠
広

知
行
宛
行
状
」
に
つ
い
て
概
略
を
記
す
。

　

「
加
藤
清
正
知
行
宛
行
状
」
は
縦
三
五
．
五
㎝
、
横
五
三
．
二
㎝
の
楮
紙
に
墨
書
さ
れ
た
も
の
で
、
も
と
折
紙
を
掛
幅
装
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
い
つ
ご
ろ
表
装
が

改
め
ら
れ
た
も
の
か
未
詳
で
あ
る
が
、
用
い
ら
れ
て
い
る
裂
地
な
ど
を
観
ず
る
限
り
近
代
期
以
降
に
改
装
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
桐
箱
に
納
め
ら
れ
、
さ
ら
に
紙

製
の
外
箱
が
附
属
す
る
。

　

内
容
は
左
の
通
り
で
あ
る
（
な
お
、
改
行
に
つ
い
て
は
原
文
を
反
映
し
て
い
る
）。

【
整
理
番
号
一
】
加
藤
清
正
知
行
宛
行
状

「　
　

宛
行
所
領
之
事

　
　
　

御
船
村
之
内
を
以
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五
百
石
遣
之
候

　
　
　

全
可
所
務
於
抽

　
　
　

忠
勤
者
可
加
増

　
　
　

之
状
如
件

　

慶
長
五
年

　
　

十
二
月
四
日　

清
正
（
花
押
）

　
　
　
　
　
　
　

北
野
与
左
衛
門
と
の
」

　

当
該
知
行
宛
行
状
は
御
船
村
（
現
・
下
益
城
郡
御
船
町
）
の
う
ち
、
五
〇
〇
石
を
宛
行
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
清
正
」
の
署
名
下
に
花
押
が
据
え
ら
れ
、
宛

名
は
「
北
野
与
左
衛
門
」
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
該
知
行
宛
行
状
の
作
成
日
付
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
一
二
月
四
日
と
な
っ
て
い
る
。
周
知
の
事
実
に
類
す
る
が
、
同
年
は
国
内
を
二
分
し
た
関
ヶ
原
合
戦

が
あ
り
、
徳
川
家
康
ら
東
軍
方
に
属
し
た
加
藤
清
正
は
肥
後
に
あ
っ
て
西
軍
方
の
隣
領
・
小
西
領
攻
略
等
に
当
た
っ
て
い
た
。
清
正
は
一
〇
月
に
は
宇
土
城
を
攻
略

し
、
時
を
置
か
ず
し
て
旧
小
西
領
の
闕
所
宛
行
を
進
め
る
と
と
も
に
元
小
西
家
臣
団
へ
宛
て
た
知
行
宛
行
状
を
数
多
く
発
給
し
て
い
る
（『
加
藤
清
正
文
書
目
録
』ⅴ
）。

参
考
と
な
る
資
料
が
乏
し
い
た
め
確
定
は
で
き
な
い
が
、
知
行
地
が
元
小
西
領
で
あ
る
御
船
村
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
北
野
与
左
衛
門
も
も
と
も
と
小
西
家
臣
団
に
属
し

て
い
た
可
能
性
も
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
の
時
期
清
正
が
発
給
し
た
知
行
宛
行
状
は
一
〇
〜
一
一
月
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
の
宛
行
は
や
や
時
期
が
遅
れ

て
い
る
。
ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
た
も
の
か
、
残
念
な
が
ら
現
段
階
で
は
未
詳
で
あ
る
。
ま
た
、
前
項
で
見
た
「
北
野
氏
系
譜
」
で
は
当
該
宛
行
自
体
（
及
び
受
給

者
の
北
野
与
左
衛
門
）
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
も
や
や
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

次
に
、「
加
藤
忠
広
知
行
宛
行
状
」
は
縦
三
七
．
八
㎝
、
横
五
五
．
四
㎝
の
楮
紙
に
墨
書
さ
れ
た
も
の
で
、
清
正
知
行
宛
行
状
と
同
じ
く
、
も
と
折
紙
を
掛
幅
装
と

し
た
も
の
で
あ
る
。

【
整
理
番
号
二
】
加
藤
忠
広
知
行
宛
行
状
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「　
　

宛
行
所
領
之
事

　
　
　

以
玉
名
郡
苧
生
田

　
　
　

村
弐
百
六
石
六
斗

　
　
　

遣
之
候
全
可
令
知

　
　
　

行
於
抽
奉
公
者
可

　
　
　

加
増
者
也

　

元
和
七
年

　
　

八
月
三
日　

忠
廣
（
花
押
）

　　
　
　
　
　
　
　
　

北
五
右
衛
門
と
の
」

　

玉
名
郡
荢
生
田
村
（
現
・
玉
名
郡
和
水
町
）
の
う
ち
、
二
〇
六
石
六
斗
の
知
行
を
宛
行
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
見
し
て
知
行
地
が
全
く
の
別
地
へ
と
移
り
、

清
正
代
の
知
行
に
比
べ
て
半
減
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
の
間
の
経
緯
は
や
は
り
不
明
で
あ
る
。

　

加
藤
忠
広
は
慶
長
一
六
年
（
一
六
一
一
）、
清
正
の
死
去
に
伴
い
一
一
歳
で
遺
領
を
継
い
だ
。
当
該
宛
行
の
作
成
日
付
は
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
北
野
家
の
代
替
わ
り
等
を
契
機
と
し
て
発
給
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

宛
名
は
「
北
五
右
衛
門
」、
す
な
わ
ち
北
野
五
右
衛
門
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
既
述
の
通
り
、
こ
の
五
右
衛
門
が
の
ち
に
弥
三
左
衛
門
と
名
を
改
め
、「
北
野
氏
系

譜
」
で
同
家
初
代
に
位
置
付
け
ら
れ
た
北
野
弥
三
左
衛
門
直
治
で
あ
る
。

　

加
藤
清
正
・
忠
廣
よ
り
北
野
家
宛
て
に
発
給
さ
れ
た
知
行
宛
行
状
は
以
上
の
通
り
だ
が
、
ま
ず
何
よ
り
も
同
家
に
お
い
て
資
料
が
長
年
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
事

実
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
た
い
。
当
該
知
行
宛
行
状
を
含
め
、
北
野
家
文
書
は
加
藤
家
家
臣
団
編
成
の
態
様
を
う
か
が
う
資
料
と
し
て
、
ま
た
同
家
家
臣
団
の
「
そ
の

後
」（
加
藤
家
改
易
後
、
浪
人
か
ら
の
再
仕
官
先
で
の
活
動
）
を
う
か
が
う
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
今
後
当
館
で
は
十
全
な
保
管
と
適
切
な
公
開
に
努
め
、

永
く
後
世
へ
と
伝
え
て
い
き
た
い
。

 11  10 （11） （10）

【整理番号２】　加藤忠廣知行宛行状

【整理番号１】　加藤清正知行宛行状

 11  10 （11）  57 



「　
　

宛
行
所
領
之
事

　
　
　

以
玉
名
郡
苧
生
田

　
　
　

村
弐
百
六
石
六
斗

　
　
　

遣
之
候
全
可
令
知

　
　
　

行
於
抽
奉
公
者
可

　
　
　

加
増
者
也

　

元
和
七
年

　
　

八
月
三
日　

忠
廣
（
花
押
）

　　
　
　
　
　
　
　
　

北
五
右
衛
門
と
の
」

　

玉
名
郡
荢
生
田
村
（
現
・
玉
名
郡
和
水
町
）
の
う
ち
、
二
〇
六
石
六
斗
の
知
行
を
宛
行
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
見
し
て
知
行
地
が
全
く
の
別
地
へ
と
移
り
、

清
正
代
の
知
行
に
比
べ
て
半
減
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
が
、
こ
の
間
の
経
緯
は
や
は
り
不
明
で
あ
る
。

　

加
藤
忠
広
は
慶
長
一
六
年
（
一
六
一
一
）、
清
正
の
死
去
に
伴
い
一
一
歳
で
遺
領
を
継
い
だ
。
当
該
宛
行
の
作
成
日
付
は
元
和
七
年
（
一
六
二
一
）
と
な
っ
て
い
る

の
で
、
北
野
家
の
代
替
わ
り
等
を
契
機
と
し
て
発
給
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

宛
名
は
「
北
五
右
衛
門
」、
す
な
わ
ち
北
野
五
右
衛
門
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
既
述
の
通
り
、
こ
の
五
右
衛
門
が
の
ち
に
弥
三
左
衛
門
と
名
を
改
め
、「
北
野
氏
系

譜
」
で
同
家
初
代
に
位
置
付
け
ら
れ
た
北
野
弥
三
左
衛
門
直
治
で
あ
る
。

　

加
藤
清
正
・
忠
廣
よ
り
北
野
家
宛
て
に
発
給
さ
れ
た
知
行
宛
行
状
は
以
上
の
通
り
だ
が
、
ま
ず
何
よ
り
も
同
家
に
お
い
て
資
料
が
長
年
大
切
に
保
管
さ
れ
て
き
た
事

実
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
た
い
。
当
該
知
行
宛
行
状
を
含
め
、
北
野
家
文
書
は
加
藤
家
家
臣
団
編
成
の
態
様
を
う
か
が
う
資
料
と
し
て
、
ま
た
同
家
家
臣
団
の
「
そ
の

後
」（
加
藤
家
改
易
後
、
浪
人
か
ら
の
再
仕
官
先
で
の
活
動
）
を
う
か
が
う
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。
今
後
当
館
で
は
十
全
な
保
管
と
適
切
な
公
開
に
努
め
、

永
く
後
世
へ
と
伝
え
て
い
き
た
い
。

 11  10 （11） （10）

【整理番号２】　加藤忠廣知行宛行状

【整理番号１】　加藤清正知行宛行状

 11  10 （11） 56 



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ⅰ
高
野
和
人
編
『
肥
後
加
藤
侯
分
限
帳
』（
青
潮
社
、
一
九
八
七
）

ⅱ
北
野
家
五
代
目
に
あ
た
る
北
野
与
左
衛
門
直
行
、
も
し
く
は
六
代
目
北
野
弥
次
兵
衛
直
方
だ
と
比
定
で
き
る
。
ち
な
み
に
「
北
野
氏
系
譜
」
に
よ
れ
ば
、
六
代
目
弥
次
兵
衛
も
後
年
与
左
衛
門

と
名
乗
っ
て
い
る
。

ⅲ
整
理
番
号
一
二
・
一
三
・
一
五
な
ど
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
以
降
の
知
行
宛
行
状
で
は
二
八
〇
石
で
一
貫
し
て
い
る
。

ⅳ
大
日
方
氏
は
「
系
譜
方
」
一
〇
〇
石
取
の
藩
士
。

ⅴ
大
浪
和
弥
・
鳥
津
亮
二
・
山
田
貴
司
編
『
加
藤
清
正
文
書
目
録
』（
二
〇
一
五
年
）
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ⅰ
高
野
和
人
編
『
肥
後
加
藤
侯
分
限
帳
』（
青
潮
社
、
一
九
八
七
）

ⅱ
北
野
家
五
代
目
に
あ
た
る
北
野
与
左
衛
門
直
行
、
も
し
く
は
六
代
目
北
野
弥
次
兵
衛
直
方
だ
と
比
定
で
き
る
。
ち
な
み
に
「
北
野
氏
系
譜
」
に
よ
れ
ば
、
六
代
目
弥
次
兵
衛
も
後
年
与
左
衛
門

と
名
乗
っ
て
い
る
。

ⅲ
整
理
番
号
一
二
・
一
三
・
一
五
な
ど
。
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
以
降
の
知
行
宛
行
状
で
は
二
八
〇
石
で
一
貫
し
て
い
る
。

ⅳ
大
日
方
氏
は
「
系
譜
方
」
一
〇
〇
石
取
の
藩
士
。

ⅴ
大
浪
和
弥
・
鳥
津
亮
二
・
山
田
貴
司
編
『
加
藤
清
正
文
書
目
録
』（
二
〇
一
五
年
）

 13  12 （13） （12）

資料
番号 資　料　名 作 成 年

差出（作成） 宛　　先 数量 品質形状 法量（縦×横）cm

備　　　考

14 〔知行宛行状〕 明和三年
戌十一月朔日

花押（小笠原忠総） 北野与左衛門 １枚 紙本墨書
折紙 45.6×58.1

高 250 石
包紙上書「北野与左衛門とのへ」、資料右側染みあり

15 〔知行宛行状〕 安政四年
巳五月廿七日

花押（小笠原忠嘉） 北野弥三左衛門 １枚 紙本墨書
折紙 53.0×67.0

高 280 石
包紙上書「北野弥三左衛門殿」

16 御意書
（其方儀悪党根元‥） （江戸中期）

欠 北野与左衛門 １枚 紙本墨書
折紙 22.1×42.9

加増 30 石を仰せ付ける
包紙上書「御意書」

17 〔知行宛行状〕 寛政四年
子九月朔日

花押（小笠原忠苗） 北野与左衛門 １枚 紙本墨書
折紙 46.0×60.1

高 250 石
包紙上書「北野与左衛門との」

18 〔知行宛行状〕 文化二年
丑三月十五日

花押（小笠原忠固） 北野与左衛門 １枚 紙本墨書
折紙 46.0×58.5

高 250 石
包紙上書「北野与左衛門との」、包紙中破

19 北野氏系譜 文政七年
甲申六月上旬

大日方直常 ― 10
丁

紙本墨書
綴 26.7×19.0

包紙上書「北野氏系譜」、紙折あり

20 〔北野家系図断簡〕
（父北野弥三左衛門‥） （近代）

欠 ― １枚 紙本墨書
切紙 24.2×31.2
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北野家文書目録

資料
番号 資　料　名 作 成 年

差出（作成） 宛　　先 数量 品質形状 法量（縦×横）cm

備　　　考

１ 〔加藤清正知行宛行状〕 慶長五年
十二月四日

（加藤）清正 北野与左衛門 １点 紙本墨書
掛幅装

（本紙）
35.5×53.2

もと折紙を掛幅装としたもの。外箱（桐・紙）あり。御船村のうち 500 石を宛行う。

２ 〔加藤忠廣知行宛行状〕 元和七年
八月三日

（加藤）忠廣 北　五右衛門 １点 紙本墨書
掛幅装

（本紙）
37.8×55.4

もと折紙を掛幅装としたもの。外箱（桐・紙）あり。玉名郡のうち、苧生田村 206 石
６斗を宛行う。

３ 〔書状〕
（継目の御礼）

（年欠）
四月晦日

中野一学 北野俊太郎 １枚 紙本墨書
切紙 16.2×33.3

包紙上書「北野俊太郎殿　中野一学」

４ 〔書附包紙２点〕 （江戸中
～後期）

― ― ２点 紙本墨書
包紙

22.5×8.5
24.0×8.0

２点ともに「書附」の墨書上書あり。うち１点には「此書類小倉江・・」の上書あり。

５ 〔書状〕
（隠密申付）

（年欠）
三月廿日

（白字方印）
「源之忠苗」

（小笠原忠苗）
北野与左衛門 １枚 紙本墨書

切紙 16.4×20.8

６ 〔書状〕
（登城の旨）

（年欠）
十一月六日

小笠原監物 北野俊太郎 １枚 紙本墨書
切紙 16.2×29.7

包紙上書「北野俊太郎殿　小笠原監物」

７ 太切之御筆入 寛政七年
卯三月廿五日

（北野与左衛門） ― １枚 紙本墨書
切紙 25.2×31.7

「隠密」任命の経緯について記したもの。包紙ヵ。折れ皺大。

８ 〔北野家系図断簡〕 （江戸後期
～明治期）

欠 ― １枚 紙本墨書
切紙 26.1×37.2

９ 〔書状〕
（二本武兵衛密用方）

（年欠）
十二月廿二日

（白字方印）
「源之忠苗」

（小笠原忠苗）
北野与左衛門 １枚 紙本墨書

切継紙 16.0×36.2

二本武兵衛を密用方に任じたので、密書を提出する場合は同人へ渡すことを命じたも
の。紙継ぎ一部外れかけ

10 〔書状〕
（用向出精・転役）

（年欠）
三月十三日

（白字方印）
「源之忠苗」

（小笠原忠苗）
北野与左衛門 １枚 紙本墨書

切継紙 16.2×38.0

11 北野累代 （近代）
欠 ― ２丁 紙本墨書

罫紙綴 23.4×16.5

罫紙は「小倉山田製」

12 〔知行宛行状〕 元治元年
子十月廿三日

花押
（小笠原忠幹） 北野俊太郎 １枚 紙本墨書

折紙 51.6×65.1

高 280 石
包紙上書「北野俊太郎殿」

13 〔知行宛行状〕 弘化二年
巳五月朔日

花押
（小笠原忠徴） 北野直次郎 １枚 紙本墨書

折紙 51.0×64.7

高 280 石
包紙上書「北野直次郎殿」

 14  14 （14） （14） 53 


